
平成17年度 府立南八幡高等学校 学校経営計画（まとめ）

学校経営方針（中期経営目標） 前年度の成果と課題 本年度学校経営の重点（短期経営目標）

授業を大切にし、生徒の能力を３年間で最大限に 「共生」を基本コンセプトとしてスタートした 学校改革を着実に進展させ、普通科及び専門学
伸ばして、進路を保障する。 そのために、生徒に 京都府初の普通科総合選択制が完成年度を迎える 科の特色ある教育活動の充実を図り、生徒及び保
基礎・基本を徹底し、個性を伸ばすことにより、知 ことから、３つのコースの特色ある教育活動を一 護者に信頼され、中学生から選ばれる学校づくり
識・技能に加えて、学ぶ意欲や思考力・判断力まで 層充実させる必要がある。また、変化の激しい社 を推進する。
を含めた 幅広い学力を育む活動を推進する また 会の中で、専門学科の存在意義をどのように見い (1) 一つひとつの授業を大切にする取り組みの徹、 。 、
基本的な規範意識と倫理観、公共心や他者を思いや だすのか、改革への取り組みをさらに積極的に進 底による、確かな学力の育成
る心など、豊かな人間性・社会性を育む活動を推進 めなければならない。 (2) 奉仕・体験活動や読書活動の充実による、豊
する。そうした実践を通して、教職員の資質向上に 府立高校の再編整備に関して、八幡市域の２校 かな人間性の涵養
努めるとともに、学校の評価と公開の推進に努め、 を発展的に再編するとの方向性が示されていると (3) 保護者・地域及び校種間の連携強化による、
信頼される学校づくりを進める。 ころであり、本校の伝統や校風を継承させ特色の 信頼される学校づくりの推進

ある高校に再編整備がなされるために、家庭や地 (4) 教職員相互の連携・協働体制の確立による、
域社会及び関係各校と緊密な連携を図りながら、 学校の教育力の向上
地域に開かれ、地域に期待される学校づくりを一 (5) 教職員評価の実施に基づく、授業改善を核と
層推進する必要がある。 した教職員の資質能力の向上

(6) 生徒及び教職員の意識向上による、環境にや
さしい学校づくりの推進

評価領域 重点目標 具体的方策 評価 成果と課題

１ 組織運営 １ 効果的・効率的な業務 １ マネージメントサイクルを導入し、業務プロ １ 学校評価の実施、教職員評価の試行の年で
体制を確立するととも セスの見直しと改善・効率化を図る。 Ｂ あったが、ほぼ計画通りに実施することがで
に、目標による教育管理 きた。今後、業務プロセスの効率化を図るこ
を計画的に進める。 ２ 教育環境の整備・充実により教育の活性化を Ｂ とが課題。

促進する。 ２ 教育環境の整備により、学校公開アンケー
Ｂ トでの保護者の感想は良好であった。

、３ ３Ｒ（ 、 、 ）に努め環境 Ｃ ３ 年度末に広報誌を発行するにとどまったがReduce Reuse Recycle
にやさしい学校づくりをおこなう。 可燃ゴミ排出量は2702袋から2450袋へと252袋

減少(2月までの比較)させることができた。学
４ 危機対応マニュアルの充実、計画的な危機対 Ｃ 校全体の意識向上に一層の努力が必要。
応訓練の実施により安全な学校づくりに努める ４ 危機対応訓練を実施する予定であったが、。

大雪のため実施できなかった。

２ 学習指導 ２ 授業評価に基づく授業 ５ 生徒による自己評価と授業評価を実施し 「わ Ｃ ５ 「わかる授業」に関する生徒の評価は、上、
改善で、生徒の学力と教 かる授業」を創造する。 昇している。目標値に0.07 届かなかった。%
員の指導力を向上させる 次年度は目標を上回りたい。

（研究研修） ６ 計画的に研究授業や教員研修を実施し、教科 Ｃ ６ 研究授業実施93.9 で、昨年度よりも実施%
指導体制の充実と指導方法の改善を図る。 Ｃ 率は上昇。研究授業で、指導の工夫等を相互

研鑽できた。次年度は目標達成が課題。
（家庭連携） ７ 保護者等対象の公開授業を計画的に実施し、 Ｂ ７ 保護者等からのアンケート結果も上昇して

授業の実施状況について意見を聴取する。 いる。次年度は、公開授業を6月･11月に実施
予定。次年度は、アンケート結果をさらに良
いものにしたい。

、 、 、３ 教育課程の ３ 創意ある教育活動を展 ８ 小中高連携 高大連携及び地域連携を促進し Ｂ ８ 学校説明会・公開に延べ３４３名が参加し
「 」 、編成と実施 開し、特色ある学校づく 教育活動の拡大と深化を図る。 参加して良かった との回答は普通科９６%



（地域連携） りを通して教育の活性化 専門学科９８ であり、本校の教育活動は概%
を図り 「生きる力」の ９ 介護交流体験及び商人体験を通して、実社会 Ｂ ね理解してもらえた。、

（学習指導） 育成に努める。 と繋がる啓発的経験を得させるとともに、 研修 ９ 研修旅行プレゼンテーションでは、２年生
旅行の体験発表会を実施し、共通理解とプレゼ だけでなく、１年生も参加して、各コースや
ンテーション能力を高める。 学科の研修内容をより来年度は発展させる方

Ｂ 向で実施できた。その後国際環境コースは八
（読書指導） ４ 読書活動推進計画に基 10 朝読書を計画的に実施するとともに、各コー Ｃ 幡英語フェスティバルにおいて、英語で研修

づき、読書習慣の定着を ス及び学科の指定図書の整備により、図書室の 旅行プレゼンテーションを行った。
図る。 利用促進を図る。 10 読書量が増えた生徒の％は、次のとおり。"

% % %1年＝53.6 、2年＝53.8 、3年＝69.3
（課外活動・ ５ 部活動の活性化を図り 11 「部活動だより」及び部活動掲示板の活用によ 次年度は、朝読書の実施方法を改善し、さら

"特別活動） 課外活動を充実させて、 り、活動内容の周知徹底に努めるとともに、部 Ｂ なる読書量増加生徒が増えるようにしたい。
ボランティア活動の推進 活動活性化基金を活用し、強化指定クラブの活 11 来年度に向けて、部活動の加入率を上げる
に向けての組織等を整備 動を積極的に援助する。 ために、部紹介を充実させる。
し、生徒の参加を拡大す
ることで、特別活動を充 12 ボランティアバンクやボランティア手帳をよ 12 本年度は、各関係機関のボランティア活動
実させる。 り充実するとともに関係行政機関等との連携を Ａ に、延べ１５４名（２月現在）の生徒が参加

強化し生徒のボランティア参加への道筋を整備 した。
し、活動を評価する。

４ 生徒指導 ６ 朝の遅刻指導を徹底し 13 遅刻指導の実施状況を学年・学級別に分析す 13 学年と協力して個別指導を行ってきたが、
基本的生活習慣の確立を るとともに、遅刻の解消に向けた学年・学級・ Ｃ Ｃ １日平均の遅刻数は２学期と比較して増加し
図る。 個別指導を徹底する。 ている状況である。

５ 進路指導 ７ 「フロンティアプログ 14 各学年別の計画的な相談活動や啓発的な体験 Ａ 14 各学年部の計画的な相談活動や啓発的な体
、 、ラム」を充実し、望まし 活動を重視し、目的意識を高める。 験活動を重視するとともに 連携を密にとり

い勤労観・職業観を育て Ａ 生徒の進路意識や目的意識を高めることがで
（家庭連携） 進路希望の実現を図る。 15 進路指導に係る校内体制を充実するとともに Ａ きた。、

家庭や関係諸機関との十分な連携を図る。 本年度の実績を踏まえての、更なる進路指
導の充実が課題。

15 日々の活動、情報交換等を通して、進路指
導に係る校内体制を充実するとともに、家庭
や関係機関との十分な連携を図ることができ
た。 次年度に向けた進路指導（キャリア教
育）の進め方が課題。

６ 人権教育 ８ 「グローバル人権」を 16 各学年別の体系的・計画的な人権学習を重視 Ｂ 16 人権感覚が高まったと認識している生徒の
充実し、豊かな人権感覚 し、人権学習教材の開発を進める。 ％は、次のとおり。

% % %と人権尊重の実践的態度 Ｂ 1年＝86.8 、2年＝82.3 、3年＝89.8
（地域連携） を涵養する。 17 「人権シアター」を開催し、人権尊重の輪を広 Ｃ 年度当初の計画通り人権学習を実施できた。

げると共に、地域社会に積極的に発信する。 次年度も計画通り人権学習を実施したい。
17 人権シアターの内容は、充実。会場の関係
で来場者数が少なくなってしまった。次年度
は、本年度よりも計画を前倒ししたい。

７ 健康安全 ９ ＰＴＡと連携して、子 18 校内全面禁煙を視野に入れ 健康増進だより Ｃ 18 学年末の1年生対象アンケートでは、52.6％、「 」
どもの 命と健康を守る を定期的に発行し、教職員を含めた禁煙指導を が「だより」の発行により意識が高まったと「 」
取り組みを総合的に推進 計画的・継続的に進める。 回答した。また、入学後に喫煙をやめたと6名
する。 Ｂ が回答したことは一定の成果である。

（生徒指導） 19 毎月１日を交通安全強化日とし、保護者との Ｂ 19 毎月１回の交通安全指導で、特に自転車運
連携により「４ない運動」の計画的な啓発及び 転マナーについての指導ができた。
指導を行う。



８ 家庭・地域 10 広報活動を充実させて 20 「南八幡だより」の発行やＨＰの更新を毎月 20 本校生徒の取組みを紹介している「南八幡
社会との連携 学校に対する地域社会の おこない各々の活動内容を紹介するとともに、 Ｃ だより」は、保護者には各学期号を通知票と

理解を深める。 広報資料を積極的にマスコミ等に提供し 新聞 発送し、積極的に紹介した。また、本校の活、 、
テレビ等を通じた情宣活動を強化する。 動内容の広報資料をマスコミ等に提供し、本

Ｃ 年度は新聞記事で１３件、地方テレビ放映で
21 計画的に定期的な学校紹介をおこない中学生 １件が取り上げられた。ＨＰに関しては１度
に目的意識を持たせるとともに、定期的に関係 Ｃ の更新を行ったのみにとどまった。
中学校訪問をおこない、中学校の進路担当者等 21 毎月第２土曜日に学校説明会を、１０月末
と、積極的な情報交換を進める。 に学校公開を開催。参加人員は通算２７５名

（目標は３２０名）であった。２学期だけで
、 、各中学校に２度 重点中学には４度足を運び

情報交換に努めた。説明会参加中学は２５中
学にとどまり、目標とした参加人員に若干及
ばなかった。

※評価は、Ａ（十分達成できた） Ｂ（達成できた） Ｃ（やや不十分であった） Ｄ（不十分であった） の４段階評価。

南八幡高校スクールマネージメントプラン２１（10の重点目標と21の方策）


